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はじめに

2011年3月11日に起こった未曾有の出来事は、人間に自然が持つ力をあらためて知らしめた

と同時に、人工物に囲まれて生活する現代社会に生きる人間に、自然に寄り添う生活の大切さを

再認識させた。特に、福島県での原発事故をきっかけに同然エネルギー、循環型の社会や持続可

能な社会の創出への関心が一気に注目されたのは、周知の辿りである。こうした自然環境をめぐ

る社会的うねりは、教育現場においても例外ではない。実際に東日本大震災以降、被災した子ど

もたちの教育環境の整備はもちろんのこと、日本全国において自然および環境教育への見直しが

防災教育と共に早急に取り組まれるべき課題となっている。

しかしながら、幼稚園教育・保育とfi然および環境との関わりは、なにもこの数年ではじまっ

たことではない。幼児教育・保育において自然は切り離すことが出来ない存在であり、明治期か

ら脈々 と流れるその関わりは、現代社会の中で形を変えながらも生き続けてきた。それは、『幼稚

園教育要領』や『保育所保育指針』にも示されている通りである。それ故、これまでに発表され

てきた幼稚園・保育現場における自然に関する研究の蓄積は少なくない。その内容は、園庭の自

然環境に関する研究（井上・無藤,2006；大濯,1999)、自然環境と自然体験についての検討(Ill尻・

無藤,2005；田尻,2002）や幼稚l刺および保育剛における動物飼育に関する研究（安藤,2011）と

多岐にわたっている。また、本共同研究の基盤となる自然保育と子どもの発達に関する研究は、

2010年より名古屋経営短期大学子育て環境支援研究センターのメンバーを中心に､保育学会での

発表および研究論文として発表されてきた(竹川,20io;,'7田,20ii;吉旧･稲畑,2011;江村,2012)。

これら多くの先行研究によって、｜と1然は「人工物に比べて様々 な生体験が"f能となり、結果と

して幼児の発達に肯定的な影響を与える」という｢経験的1茅実｣が明らかにされてきた(田尻2005)。

さらにこれらの先行研究は、幼児教育・保育現場をめぐる自然体験活動に関する共通課題として

次の3点に言及している。①都市化により子どもたちがII常的にアクセスすることができる自然
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